
　

こ
の
春
、
１
３
２
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
健
武

小
学
校
。
昭
和
28
年
10
月

に
建
て
ら
れ
た
木
造
２
階

建
て
の
校
舎
は
、
54
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
古
き
学
び
舎や

の
前

で
放
た
れ
た
色
と
り
ど
り

の
風
船
が
澄
み
き
っ
た

青
空
に
浮
き
上
が
る
風
景

は
、
子
ど
も
た
ち
の
記
憶

に
深
く
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 今

月
の
表
紙

・５月14日（水）13：30～
　テキスト「鈍感力」 渡辺淳一／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

ミニハイキング

「児童館」
４月16日～ 5 月15日

のお休み

婦人ボランティアのおはなし会　
・５月10日（土）14：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの絵本や
　紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

チャレンジクッキング
・４月27日（日）午前１０：００～
　もうすぐこどもの日。
　おいしいかしわもちを作りましょう。
・参加費　50円　　
・持ち物　エプロン・三角巾　＊爪を切ってきてね
・参加申し込み　４月２４日（木）まで　先着25名

・４月19日（土）午前９：30～午前11：30　　　　
　おやつを持ってお出かけしよう。
　友だちを誘って参加してね。
・参加申し込み　4月１７日（木）まで
・参加費　無料（飲み物は用意します）
・持ち物　おやつ、ハンカチ、ティッシュ、ゴミ袋等
　午前9：30～11：30まで、児童館は利用できませ
　ん。雨天の時は室内あそびをします。

・４月17日（木）10：30～
・５月 １ 日（木）10：30～
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・場所　馬頭図書館 視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会 子どもの日の集い
・５月５日（月）午前10：00～　　　　　
　みんなで楽しくすごしましょう。
　たくさんの参加をまっています。
・参加申し込み　５月１日（木）まで
・参加費　無料

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

母の日のプレゼントつくり
・５月１１日（日）午前１０：００～　　　　　
　ありがとうの気持ちをこめて、ステキなプレゼント
　をつくりましょう。
・参加申し込み　5月９日（金）まで
・材料費　１００円

小川図書館の休館日
4 月18日（金）、25日（金）、
5 月 2 日（金）、9 日（金）

馬頭図書館の休館日
4 月 21 日（月）、28 日（月）、
5 月 6 日（火）、12 日（月）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（４/16 ～ 5/15）

４月29日（火）、30日（水）５月3日（土）、４日（日）、５日（月）
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第50回「こどもの読書週間」
・４月23日（水）～５月12日（月）まで第50回「こ
　どもの読書週間」です。ぜひ図書館にお越しください。
・今年の標語「こんにちは、新しい本」です。



（
氏　

名
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父
母
の
名
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所
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綺あ
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美
智
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淳　
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平
成
20
年
2
月
21
日
～

　
　

平
成
20
年
3
月
20
日
受
付
分

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

西
山　

俊
一
（
58
）　　

馬　

 

頭

大
金　
　

緑
（
87
）　　

馬　

 

頭

岡　
　

義
美
（
86
）　　

馬 　

頭

飯
村　

ク
ラ
（
84
）　　

馬　

 

頭

小
幡　

リ
キ
（
78
）　　
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頭

菊
池　
　

昇
（
94
）　　

矢　

 

又

鶴
川　
　

進
（
72
）　　

矢　

 

又

大
武　

知
宏
（
78
）　　

矢　

 

又

小
室　

光
男
（
67
）　　

久
那
瀬

天
生
目
夏
江
（
79
）　　

久
那
瀬

小
室　

正
信
（
92
）　　

松　

 

野

石
黒　

惠
利
（
53
）　　

松　

 

野

五
十
嵐
ウ
メ
ノ
（
86
）　　

盛　

 

泉

髙
野　

知
子
（
80
）　　

谷　

 

川

大
久
保
金
次
（
92
）　　

大　

 

内

岡　
　

モ
ト
（
110
） 　

  

大　

 

内

渡
邉　

保
光
（
73
）　　
大
山
田
下
郷

大
森　

ス
イ
（
98
）　　
大
山
田
上
郷

益
子　

ユ
キ
（
80
）　　
大
山
田
上
郷

大
金
ツ
ネ
イ
（
83
）　　
大
山
田
上
郷

小
滝　

松
江
（
61
）　　

小　

 

砂

和
地　

美
彦
（
90
）　　

小　

 

砂

渡
邉　

政
夫
（
55
）　　

小　

 

川

磯　
　

康
子
（
75
）　　

小　

 

川

郡
司　

照
男
（
58
）　　

東 

戸 

田

星　
　
　

隆
（
83
）　　

恩 　

田

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

現
在
の
栃
木
県
域
を
二
分
す
る
古

代
那
須
国
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
枢
を
那
珂
川
左
岸
の

久
那
瀬
、
北
向
田
地
域
が
担
っ
て

い
た
こ
と
を
今
回
の
調
査
成
果
は

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
川
崎

古
墳
の
未
盗
掘
石
室
に
葬
む
ら
れ

た
「
豪
族
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
人
物
で
あ
り
、

古
代
那
須
の
動
静
を
実
際
に
肌
で

感
じ
取
っ
た
「
歴
史
の
証
人
」
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

眞
保
昌
弘
）

4 月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　 　9,872 人  （－29 ）
 　女　 　9,895 人  （－ 41）
 　計　　19,767 人  （－ 70）
 世帯数  　6,005　    （＋  1 ）

（　）内は前月との比較

【
調
査
速
報
】
川
崎
古
墳
の
発
掘
か
ら

　

川
崎
古
墳
は
、
那
珂
川
町
久
那

瀬
に
あ
り
、
那
珂
川
の
支
流
久
那

川
と
武
茂
川
の
合
流
地
点
に
位
置

し
ま
す
。
町
教
委
で
は
史
跡
の
保

護
と
活
用
を
は
か
る
た
め
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
、
国
士
舘
大
学

考
古
学
研
究
室
の
協
力
に
よ
り
発

掘
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

本
墳
は
古
墳
時
代
後
期
（
西
暦

６
０
０
年
ご
ろ
）
に
位
置
付
け
ら

れ
る
那
須
地
方
最
後
の
前
方
後
円

墳
で
す
。
全
長
は
50
ｍ
あ
り
、
県

内
最
大
と
な
る
全
長
８
・
２
ｍ
の

人
を
埋
葬
す
る
為
の
石
室
を
も
つ

こ
と
で
著
名
で
し
た
。
今
回
の
調

査
で
は
①
古
墳
の
周
囲
に
幅
15
ｍ

の
堀
が
回
り
、
全
長
80
ｍ
、
全
幅

50
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
②
削

り
出
し
に
よ
る
長
方
形
土
壇
上
に

前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
る
こ
と
。

③
前
方
部
に
も
石
室
が
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
新
た
に

発
見
さ
れ
た
石
室
の
存
在
で
す
。

築
か
れ
た
場
所
か
ら
い
ま
ま
で
知

ら
れ
て
い
る
石
室
よ
り
も
新
し
い

時
期
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
盗
掘
（
私
的
に
墓
を

あ
ば
い
て
、
副
葬
品
等
を
持
ち
出

す
）
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
那
須
の
豪
族
に
連
な
る

墓
で
は
、
数
少
な
い
未
盗
掘
石
室

と
し
て
、
豊
富
な
副
葬
品
に
も
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
で
は
わ
か
ら
な
い

貴
重
な
情
報
も
地
元
の
方
々
か
ら

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
川
崎
古
墳
石
室
に
使
わ
れ
て
い

た
石
材
が
ほ
か
に
も
４
点
以
上
あ

り
、
こ
れ
ら
を
復
元
す
る
と
さ
ら

に
石
室
が
大
き
か
っ
た
こ
と
。
②

周
辺
一
帯
に
連
綿
と
古
墳
群
（
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
）
が
あ
っ
た

こ
と
。
③
和
見
か
ら
北
向
田
に
か

け
て
低
丘
陵
部
の
岩
肌
に
は
、
横

穴
墓
と
呼
ば
れ
る
古
墳
時
代
の
集

団
墓
が
今
以
上
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
な
ど
で
す
。

　

那
須
地
域
で
は
、
西
暦
６
０
０

年
代
後
半
に
那
須
を
統
治
し
た
那

須
直
韋
提
の
名
が
国
宝
那
須
国
造

碑
（
湯
津
上
）
に
見
え
、浄
法
寺
廃

寺
（
小
川
）、尾
の
草
遺
跡
（
馬
頭
）

と
い
っ
た
関
東
最
古
の
寺
院
と
共

に
、
新
羅
国
（
朝
鮮
半
島
に
あ
っ

た
国
）
な
ど
の
渡
来
人
の
影
響
を

強
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
特
殊
な
歴
史
と
文
化
を
背
景
に

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

新たに前方部で発見された石室 古墳発掘の様子
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